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題
解
決
に
向
け
、
防
衛
省
な
ど
に

要
望
活
動
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
の
節
目
を
迎
え
る
30
年

は
、
村
民
の
安
全
・
安
心
に
加
え
、

豊
か
な
生
活
を
過
す
た
め
に
も
、

安
価
で
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
の
実
現
を
切
望
し
つ
つ
、
第
一

次
産
業
で
は
特
産
品
販
売
施
設
が

開
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
出
荷

量
や
生
産
額
の
向
上
に
大
き
く
期

待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
予
測
で
き
な
い
自
然
災

害
に
備
え
、
万
全
な
防
災
体
制
を

構
築
す
る
た
め
議
会
と
行
政
そ
し

て
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
協

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
昨
年
は
議
員
の
視
察

研
修
と
し
て
島
根
県
隠
岐
の
島
を

訪
問
し
ま
し
た
が
、
島
で
は
「
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
は
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

に
」
を
掲
げ
、
住
民
・
行
政
・
議

会
が
一
体
と
な
っ
た
地
方
創
生
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本

村
で
も
「
幸
多
き
六
ヶ
所
ブ
ラ
ン

ド
」
を
活
用
し
た
地
方
創
生
の
必

要
性
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
私
ど
も
議
会
の
使
命
は
、
政

策
の
最
終
決
定
、
行
財
政
運
営
な

ど
の
評
価
・
監
視
で
あ
り
ま
す
。

常
日
頃
か
ら
、
村
民
と
行
政
の
懸

け
橋
と
し
て
、
そ
の
責
務
と
役
割

の
重
さ
を
深
く
自
覚
し
、
村
民
目

線
の
重
視
、
開
か
れ
た
議
会
活
動

を
目
指
し
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組

む
決
意
で
あ
り
ま
す
。
何
か
と
敷

居
の
高
い
議
会
活
動
か
と
存
じ
ま

す
が
、
近
い
う
ち
に
皆
さ
ま
の
元

へ
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｖ
を
通
じ
て
、
本
会

議
の
映
像
を
お
届
け
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
と
共
に
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
が
根
幹
と
し

て
あ
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
原
子
力
政
策

を
堅
持
す
る
姿
勢
に
変
更
は
な
い

も
の
の
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
７

年
目
を
迎
え
る
今
日
も
、
新
規
制

基
準
の
対
応
に
苦
慮
し
、
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
は
一
部
を
除
い

て
依
然
と
し
て
冷
温
停
止
状
態
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
で
進
め
ら
れ
て
い
る
再
処

理
工
場
も
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
規
制
対
応
が
大
き
な
課
題
と
な

り
、
今
後
も
安
全
審
査
の
状
況
を

注
視
し
、
慎
重
に
見
守
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
は
、
安

全
性
を
第
一
義
と
し
た
、
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
着
実
な
推
進

と
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
実
現
、

立
地
基
本
協
定
を
基
本
と
し
た
地

域
振
興
、
雇
用
創
出
に
結
び
つ
く

原
子
力
関
連
産
業
な
ど
の
誘
致
に

つ
い
て
、
む
つ
小
川
原
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
特
別
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
関
係
機
関
に
対
す
る
要
望

活
動
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で

は
、
平
沼
地
区
周
辺
住
民
の
悩
み

で
あ
る
基
地
対
策
に
関
す
る
諸
問

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
年
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
日
頃
よ
り
村
議
会
に
対
し

ま
し
て
、
深
甚
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
冬
期
間
は
降
雪
量
が
少
な
く

過
ご
し
や
す
か
っ
た
も
の
の
、
７

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、
記
録

的
な
低
温
と
日
照
不
足
に
見
舞
わ

れ
、
さ
ら
に
は
大
型
で
強
い
台
風

が
多
発
し
、
西
日
本
を
中
心
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
本
村
に
お
い
て
も
、

農
作
物
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
た
も

の
の
、
９
月
か
ら
の
天
候
回
復
に

よ
り
平
年
並
み
と
な
り
ま
し
た

が
、
漁
業
が
不
漁
に
見
舞
わ
れ
回

復
を
見
込
め
な
い
状
況
と
な
り
、

第
一
次
産
業
の
振
興
策
は
新
た
な

課
題
に
向
き
合
う
こ
と
と
な
り
、

異
常
気
象
や
自
然
災
害
の
猛
威
な

ど
地
球
環
境
問
題
に
関
心
を
寄
せ

る
年
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
種
々

の
地
球
環
境
問
題
で
は
、
日
本
の

六ヶ所村議会議長　橋 本 隆 春
Chair Person  Takaharu  Hashimoto

『村民目線で伝わる議会運営』
を目指して

　〈写真提供：一戸一晃さん『朝日と白鳥』〉

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

ル
事
業
の
要
で
あ
る
再
処
理
工
場

は
、
本
村
の
経
済
・
財
政
・
雇
用

の
よ
り
一
層
の
安
定
化
を
図
る
観

点
か
ら
も
、
村
民
の
安
全
確
保
を

第
一
義
に
、
早
期
の
竣
工
に
期
待

を
寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
に
取
り
組
む
重
点

施
策
の
主
な
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
第
一
次
産
業
の
振
興
で
は
、

農
地
の
再
生
事
業
や
生
産
力
向
上

事
業
、
肉
用
牛
・
乳
用
牛
の
品
質

向
上
事
業
、
草
地
確
保
事
業
、
海

産
物
生
産
事
業
な
ど
。
商
工
業
の

振
興
で
は
、
地
域
特
産
品
の
ブ
ラ

ン
ド
化
事
業
、
企
業
誘
致
推
進
事

業
な
ど
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
振

興
で
は
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
事
業
な
ど
。
医
療
・
健
康
・
福

祉
の
充
実
で
は
、
高
齢
者
生
活
支

援
事
業
、
健
康
促
進
事
業
な
ど
。

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
、

教
育
施
設
の
整
備
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
大
き

な
変
革
の
時
代
の
中
に
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
本
村
の
将
来
像
で

あ
る
「
安
ら
ぎ
と
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
社
会
情
勢
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
先
見
性
と
、
豊
か
な
発
想

力
を
も
っ
て
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

村
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
村
民
の
皆

さ
ま
に
豊
か
さ
を
届
け
る
道
を

し
っ
か
り
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま

に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
あ
わ
せ
て
ご
健

勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

線
の
利
用
促
進
な
ど
の
基
盤
と
な

る
人
材
育
成
や
研
究
開
発
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
拠
点
と

し
て
「
青
森
県
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
、
原
子
力
関
連

産
業
に
お
け
る
雇
用
の
促
進
や
量

子
科
学
分
野
に
お
け
る
新
た
な
産

業
の
創
出
や
雇
用
の
拡
大
に
よ
り

ま
し
て
、
地
域
や
産
業
の
活
性
化

に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年

１
月
に
再
処
理
工
場
を
は
じ
め
と

す
る
各
施
設
に
つ
い
て
、
新
規
制

基
準
適
合
性
検
査
を
原
子
力
規
制

委
員
会
に
申
請
し
て
か
ら
、
ま
も

な
く
４
年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
５

月
に
ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
が
新
規
制

基
準
に
基
づ
く
安
全
審
査
に
合
格

し
た
も
の
の
、
同
工
場
な
ど
に
お

い
て
不
適
切
な
管
理
な
ど
が
判
明

し
た
た
め
、
大
詰
め
を
迎
え
た
安

全
審
査
を
中
断
し
、
設
備
の
総
点

検
が
優
先
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
村

と
し
て
は
、
一
日
も
早
く
各
施
設

の
機
器
や
設
備
の
健
全
性
が
確
認

さ
れ
、
中
断
し
て
い
る
安
全
審
査

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。
特
に
原
子
燃
料
サ
イ
ク

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、日
頃
よ
り
、

村
政
発
展
に
多
大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
８

月
か
ら
の
長
雨
や
低
温
な
ど
に
よ

り
農
業
に
お
い
て
は
、
農
作
物
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
全
体
的
に
は
お
お
む
ね
平

年
並
み
の
価
格
と
収
量
が
確
保
さ

れ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
漁
業
に
お
い
て
は
、
主
力

魚
種
の
イ
カ
漁
が
、
記
録
的
な
不

漁
に
見
舞
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。い
ず
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、

国
策
を
推
進
し
て
い
る
本
村
と
し

て
は
、
そ
の
優
位
性
を
活
か
し
て

基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業
の

振
興
は
も
と
よ
り
、
村
政
運
営
に

掲
げ
て
お
り
ま
す
重
点
政
策
を
効

果
的
に
推
進
し
、
産
業
基
盤
の
強

化
に
努
め
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
国
策
の
む
つ
小
川

原
開
発
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
10
月
に
原
子
力
関
連
施

設
の
安
全
確
保
や
原
子
力
・
放
射

六ヶ所村長　戸 田   衛
Mayor  Mamoru  Toda

『年頭にあたって』

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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村内で行われた催しやできごとを
取材して 皆さんにお届けしますＴopics & Newsろっかしょ

地域活性化を推進する人材を育成

簡単にできるスポーツで健康に

合い言葉は「いいね～」

スタディツアー開催

第 23 回六ヶ所村シャフルボード大会

甲子園出場へと導いたコーチが講演

ＳＮＳを利用した村の魅力発信について発表する大学生

シャフルボードを楽しむ参加者たち

講演する津村氏

ＰＴＡ活動功労者表彰歯・口の健康児童・生徒表彰

　平成 29 年度六ヶ所村地域活性化促進事業の一環、スタディ
ツアーの報告会が 11 月 17 日、中央公民館で行われました。
　はじめに、東北大学オープンキャンパスと同大学特別実験
に参加した村内の中学生４人が体験の報告をしました。第一
中学校３年の柏崎愛里さんは「東北大学で行われている実験
は私たちの生活に必要だと分かった。今の便利な生活を当た
り前と思わず、感謝して生活したい」と感想を発表しました。
　続いて東北大学生が 11 月 15 日、16 日に見学した村内の
さまざまな施設や第二中学校で行った放射線に関する授業に
ついてレポートを発表。また「村の魅力を発信するためにＳ
ＮＳを活用する」「村に移住者を増やすために、首都圏で転
職を考えている人に六ヶ所村で生活する魅力を伝える」など
村の活性化を促進する案を発表しました。戸田衛村長は「今
後の村の施策に役立てていきたい」と話していました。

　第 23 回六ヶ所村シャフルボード大会が 11 月 21 日、六ヶ
所村総合体育館で開催されました。同大会には村内の老人ク
ラブから 14 チーム、83 人が参加しました。
　シャフルボードとは細長いコート上に描かれた得点区域を
目指し、キュー（先端が二つに分かれた棒）を使ってディス
ク（円盤）を押し出し、得点を競うゲームです。この日は各
チーム３試合ずつ行い、勝敗数と獲得フレーム数で順位を競
いました。競技中は笑い声やアドバイスをしあう声が飛び交
い、参加者は生き生きと競技を楽しんでいました。
＜結果＞
１位　倉内チーム（３勝０敗 32 フレーム獲得）
２位　中志チーム（３勝０敗 29 フレーム獲得）
３位　尾駮浜チーム（３勝０敗 26 フレーム獲得）

　平成 29 年度第 48 回六ヶ所村学校保健研究大会並びに六ヶ
所村連合ＰＴＡ研究大会が 11 月 18 日、文化交流プラザス
ワニーで開催されました。
　はじめに表彰が行われ、歯・口の健康児童・生徒および保
護者やＰＴＡ活動功労者へ賞状などが贈られました。次に尾
駮小学校で行っているより良い生活習慣を目指した取り組み
や、南小学校のＰＴＡ活動について発表が行われました。
　続いて、2012 年に弘前聖愛高校公式野球部メンタルコー
チに就任し、翌年にはチームを初の甲子園出場へと導いた、
ＮＰＯ法人ＲＹＯＭＡ塾代表理事の津村柾広氏による講演が
行われました。「実践アドラー心理学　人を育てる勇気の言
葉」と題した実体験も交えた講演で、会場は笑いと感動につ
つまれていました。

練習の成果を発揮し大健闘
レスリング大会で３つの階級で１位獲得

　第６回チアーズ杯青森県少年少女レスリング選手権大会が
11 月３日、八戸市武道館レスリング場で開催されました。
　同大会には８つのクラブ、133 人が参加。六ヶ所レスリン
グクラブからは５人が参加し、日頃の練習の成果を競いまし
た。
＜成績＞
◎小学生の部（５・６年男子）33㎏級
　第１位：沼端優成 
◎小学生の部（３・４年男子）26㎏級
　第１位：小泉京介
◎幼年の部（年長）21㎏級
　第２位：小野莉央
◎幼年の部（年小）14㎏級
　第１位：小野夢陽（左から）莉央ちゃん、小泉くん、沼端くん、夢陽くん

鋳造技術について学ぶ
室蘭工業大学が出前授業を行う

　室蘭工業大学の清水一道教授と学生による出前授業が 11
月 21 日、第一中学校（髙橋喜美夫校長）で１年生 29 人を
対象に行われました。
　同授業は学校の授業と「ものづくり」がどう結び付くのか
体験しながら理解することで、科学への興味・関心を呼び起
こし、未来の国際科学技術都市確立に向けての人材・基盤づ
くりを目的に行われています。
　この日は溶けた金属を型に流し込み、冷やし固めて作る
ペーパーウエイトづくりで鋳造という技術を学びました。２
人１組で専用の型に砂を入れる作業では、失敗する生徒もい
ましたが協力しながら作品を仕上げていました。
　参加した大津圭吾くんは「見た目は簡単に見えるが力がい
る作業で大変でした」と完成したペーパーウエイトを見せて
くれました。ペーパーウエイトの作製に挑戦する生徒たち

歯・口の健康児童・生徒入賞者
【最優秀賞】（生徒／保護者）

◎小学校低学年の部
　上野貴稔（泊小３年）／上野智成
◎小学校高学年の部
　館想桜（泊小６年）／館義徳
◎中学校の部
　小笠原彩乃（一中１年）／小笠原正久

【教育長賞】
辻浦未来（泊小ＰＴＡ）
本間尚美（尾駮小ＰＴＡ）
角和子（千歳平小ＰＴＡ）
五十嵐泰士（南小ＰＴＡ）
水戸寛（泊中ＰＴＡ）
貝塚真登花（一中ＰＴＡ）
佐藤しのぶ（千歳中ＰＴＡ）
湯瀬 一博（二中ＰＴＡ）

【特別功労賞】
橋本享（前連合ＰＴＡ会長）
内田久次（前連合ＰＴＡ事務局）

六ヶ所村連合ＰＴＡ活動功労賞受賞者
【会長賞】

石倉友幸、林下寿志、水戸博子
（泊小ＰＴＡ）／川原田悦子、

桜井 麻美、髙橋 友子、吉本み
ゆき（尾駮小ＰＴＡ）／相内寿
恵、小泉友和（千歳平小ＰＴＡ）
／橋本享、橋本好子（南小ＰＴ
Ａ）／田中純、三國銀吾（泊中
ＰＴＡ）／金濱尚子、金聖潤、
棟方妙代子（一中ＰＴＡ）／園
元達也、前田江利子（千歳中Ｐ
ＴＡ）／木村英昭、高田明美（二
中ＰＴＡ）

（敬称略）
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村内で行われた催しやできごとを
取材して 皆さんにお届けしますＴopics & Newsろっかしょ

温かみある照明空間へ

村内初の受賞

職場を知って、目標にする 消防団員としての功績が認められ

有機ＥＬ照明パネル組み込み鏡８台を寄附

地縁による団体功労者総務大臣表彰

六高生が役場でインターンシップ （故）松尾拓爾氏に「瑞宝単光章」

（左から）須藤浩一さん、戸田村長、常深さん、根本忠和さん

（左から）戸田村長、中村自治会長、橋本副村長

保健相談センターで３児健診を体験する小比類巻さん

　村の誘致企業であるＯＬＥＤ青森㈱が 12 月４日、自社で
製造した有機ＥＬ照明パネル組み込み鏡８台を寄附しまし
た。
　村長室で行われた寄贈式では、ＯＬＥＤ青森㈱代表取締役
の常深秀成さんから戸田衛村長に目録が贈られました。戸田
村長は「今回寄贈頂いた有機ＥＬ照明パネル組み込み鏡を通
じて最先端の科学技術を理解してもらうと共に、村産業のＰ
Ｒに役立たせていただきます」と感謝の辞を述べました。
　今回寄贈頂いた有機ＥＬ照明パネル組み込み鏡は、平成
30 年４月オープン予定の特産品販売施設の化粧室に設置さ
れる予定となっております。来場の際はぜひ、有機ＥＬ照明
が生み出す温かみある照明空間をご体感ください。

　笹崎自治会の中村勝教会長が 12 月４日、村長室を訪れ「平
成 29 年度自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰」の
受賞を戸田衛村長に報告しました。
　この受賞は「地域的な共同活動を通じて、良好な地域社会
の維持及び形成に顕著な功績があった者」に総務大臣が表彰
するもので、中村会長においては自治会長を 25 年間務めら
れ、地域のさまざまな問題解決に精力的に取り組むなど地域
社会の維持形成に尽力されました。自治会等地縁による団体
功労者総務大臣表彰は村では初めての受賞となり、戸田村長
からはお祝いと感謝の言葉が贈られました。
　中村会長は「小さな集落・自治会がゆかりのある人たちと
村からのご指導を頂き、このような賞を頂くことができまし
た。大変うれしく思います」とよろこんでいました。

　六ヶ所高校の１年生によるインターンシップが 12 月５日
～７日の３日間行われ、小比類巻沙菜さんが役場の仕事を体
験しました。
　小比類巻さんは１日目、村の概要説明を受けた後、村内施
設を見学。２、３日目は福祉課で介護予防体操、保健相談セ
ンターでは３歳児健診などの仕事を体験しました。
　インターシップを終えた小比類巻さんは「将来は役場で働
きたいと思っていて、仕事内容や必要とされる人材はどうい

　元六ヶ所村消防団副団長として活躍された（故）松尾拓爾
氏へ内閣総理大臣より叙勲の発令があり、12 月１日村長室
において、瑞宝単光章の伝達式が行われました。
　このたびの叙勲発令は、（故）松尾氏の 32 年間に渡る消
防団員としての功績が認められたものです。式には（故）松
尾氏のご子息である松尾英典さんが出席し、戸田衛村長より
位記の伝達がされました。
　英典さんは「親父も喜んでいると思いますし、皆さんのお
かげで叙勲を頂いて大変誇りに思っております」と受賞の喜
びを話していました。

科学のおもしろさを学ぶ
一中で体験型科学教室開催

　夢をはぐくむ科学教室（経済産業省資源エネルギー庁平成
29 年度原子力発電施設広聴・広報等事業の一環）が 11 月 30 日、
第一中学校で行われました。
　同校の２年生 35 人を対象に行われた教室では、１部で（公財）
環境科学技術研究所の伊藤寿氏が「放射線について学んでみよ
う」と題し出前授業を行いました。生徒たちは放射線物質とは
何か、放射線が身近な医療や製品に利用されていることを学ん
だほか、霧箱実験で放射線の飛跡を観察しました。２部のサイ
エンスクリエーター＆パフォーマー善ちゃん（北沢善一氏）の
科学実験教室では、エネルギー政策を含む日本のエネルギー自
給率や原子力発電・再生可能エネルギーの特徴などについて学
びました。また、科学実験を交えた授業を受けるなど、科学に
ついて楽しく理解を深めていました。参加した生徒は「楽しみ
ながら学ぶことかできた」と話していました。

う人なのかを知り、今後の目標に
したいと思い役場のインターシッ
プを希望しました。あっという間
の３日間でしたが、社会人として
必要なことを学べた気がします」
と話してくれました。

善ちゃんの科学実験教室

（左から）戸田村長、松尾さん

献血の大切さを学び、実行する
六ヶ所高校の生徒が献血

　若い世代への献血に関する知識の普及啓発を目的とした献
血講和が 11 月９日、六ヶ所高校で行われました。生徒たち
は青森赤十字血液センターの柴崎至所長から、献血の必要性
や手順など詳しく説明を受けました。
　講和を聞いて献血を希望した生徒は 12 月 14 日、同校に
配車された献血車で献血を行いました。40 人の生徒が献血
を希望する中、この日は 20 人の生徒が献血を行いました。
　杉山将梧さん（３年）は「献血は初めて。人のためにも、
自分のためにもなると知ってやろうと思った。痛くて驚いた」
と、川村息吹くん（３年）「今回で２回目。輸血を必要とし
ている人の話を聞いてやろうと思った。針は苦手だけど定期
的に献血したい」と献血を終え、感想を話してくれました。
　同校では今回、時間の都合で献血できなかった生徒を対象
に、２月にも献血車の配車を予定しています。リラックスした様子で献血する生徒
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緊急情報を確実に皆さんへお伝えするために

Information

Information

名付け親は高田とわさん

Ｊアラートの定期的な情報伝達訓練を行います

　昨今の北朝鮮弾道ミサイル発射や地震などの災害
発生時に備え、総務省消防庁から全国の自治体へＪ
アラートによる定期的な情報伝達訓練を行うよう要
請がありました。
　村では防災行政用無線により次のとおり訓練を実
施しますので、実際の災害とお間違えのないようお
願いします。
■実施日　１月より毎月第４水曜日　14：00 頃

【放送内容】
上がりチャイム音

「これは、J アラートのテストです」×３回
「こちらは、防災ろっかしょこうほうです」

下りチャイム音

Ｔopics & NewsろっかしょＴopics & Newsろっかしょ 村内で行われた催しやできごとを
取材して 皆さんにお届けします

Safety Information よ番交 だ り

毎月６日は
六ヶ所村民
交通安全の日

平成 29 年 28 年
前年比

11 月中 累計 累計
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村の人身事故発生状況（平成 29 年 11 月末）

違法駐車はやめましょう

反社会的勢力から不当要求を受けてはいませんか？

暴力団などからの不当要求お断り！
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犯罪、交通事故防止を呼び掛ける
平成 29 年度年末年始特別警戒

ドライバーへ犯罪、交通事故防止を呼び掛ける

問原子力対策課　☎ 72 － 2111（内線 334）

六ヶ所村特産品販売施設愛称が「六旬館」に決定

　４月にオープン予定の六ヶ所村特産品販売施設の
愛称が「六旬館」に決定しました。
　「六ヶ所村らしさが伝わるもの」「覚えやすく親し
みやすいもの」をテーマに８月１日から 31 日まで
愛称の募集を行いましたところ、52 件の応募があ
りました。４月１日に開催予定のオープニングセレ
モニーで名付け親の高田とわさんへ記念品を贈呈致
します。

　今後、村民をはじめ県内外の観光客の皆さまに愛
され、積極的に利用していただける施設づくりを
行って参りますので、
ご期待くださいます
ようお願い致します。
問商工観光課
☎ 72 － 2111

（内線 262 ～ 264）

　県内では積雪期を迎え、降雪により
道路幅が狭くなるため、違法駐車に
よって交通渋滞を生じさせることが予
想されます。
　また、救急車や消防車などの緊急自
動車の通行を妨げ、除排雪作業の妨害
となるなど、県民生活に大変な迷惑を
かけることになります。
　「違法駐車をしない、させない環境
作り」をすることで違法駐車をなくし
ましょう。

■放置違反金制度
　放置駐車違反をした運転者に対して
責任追及ができないときは、放置車両
の使用者に対し、公安委員会が放置違
反金の納付を命ずることができるとい
う制度です。
◎車両の使用者とは？
　運行を支配し、管理する者をいい、
通常は自動車検査証に記載された使用
者となります。
◎ 車検拒否について
　放置違反金を納付しないときは、督
促状によって督促を行います。督促を
受けた者は、納付が確認されるまで車
検をとることができません。
◎ 強制徴収について
　督促を受けた者が、指定期限を経過
しても放置違反金を納付しないとき
は、期限までに納めた人との公平を保
つため、自宅や勤務先への電話催促、
訪問催促を行い自主納付を促すととも
に、財産（給料、生命保険の解約した
お金など） の差し押さえによる強制徴
収を重点的に実施しています。

平成 29 年 28 年
前年比

11 月中 累計 累計
23 182 176 -17

村の物件事故発生状況（平成 29 年 11 月末）

　平成 29 年度年末年始特別警戒に伴う出動式が 12 月 14 日、
役場庁舎前駐車場で行われました。この活動は日常生活の安
全と安心を確保するために県内各地で行われています。
　出動式では野辺地警察署太田健地域課長が「県内の刑法犯
の認知件数、特殊詐欺の被害は昨年に比べると減少していま
す。しかし、12 月に入り野辺地町内では特殊詐欺の電話が
急増。６日には約 150 万円を振り込んだ被害がありました。
皆さまには特殊詐欺の被害防止に向けてより一層の活動をお
願いします。また、村では交通死亡事ゼロが 1200 日を越え
ています。死亡事故ゼロを継続し、住民の皆さまが安心して
年末年始を迎えられるようご協力とご支援をいただきたい」
と激励の言葉を述べました。
　出動式終了後、防犯指導隊はリーブ前にて、交通指導隊は
庁舎前で防犯・交通安全啓発活動を実施。住民へ事件事故の
ない明るい年末年始を過ごして欲しいと呼び掛けました。
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ワールド
キッチン

セ タン －教 研育 修国 際International このページに関する問い合わせ・申し込みはこちら
問国際教育研修センター　☎ 73 － 8575

Around the World!六ヶ所村で世界を

楽しく知りましょう！
Happy new year!!!　ヨーロッパや欧米では新
年よりもクリスマスの方が盛大に行われま
す。日本とは違い、大晦日も普通に仕事です。
元旦は祝日ですが、２日から仕事が始まりま
す。また、クリスマスツリーは１月 6 日頃
に片づけるので、年が明けてもまだ、クリス
マスのお祝いモードなんですよ～。

↑点線を切り取ってレシピを保管できます。

今年度開講した「英語入門教室」の生徒の皆
さんです。初級英会話教室参加を目指すクラ
スでしたが、皆さん、すでに初級クラス以上！
本当に頑張っています。

左から
寺井由美子さん
大内明美さん
齋藤鈴美香さん

（英語入門教室）

セ
ン
タ
ー
の
仲
間

味しくて、毎日楽しいです。最近はろっぷで泳
いだり、ジムでトレーニングをしています。ろっ
かぽっかもリラックスできるので大好きです。
六ヶ所の施設は最高です！

ギャラガー・テス・ブラッケン

村
内
在
住
外
国
人

村内の小学校で、英語を教え
ています。六ヶ所の子どもた
ちは本当に賢いし、給食も美

さん（カナダ出身）

トライ！
ドイツ料理

クルーセ
（ジャガイモのお餅）

H
へ ～

ey!! ワールドM
ま さ が っ

asaga!!!

　最近は日本でも見か
けるようになった「ガ
レット・デ・ロワ」を
知っていますか？　本
来 は １ 月 ６ 日 の エ ピ
ファニー（公現節）に

ガレット・デ・ロワ

食べるフランスの伝統菓子のひとつです。
　このお菓子の楽しみは「フェーブ（陶器の小さ
な人形）」という当たりが入っていることです。
切り分けたときにフェーブが入っていた人が王様

（女王）になり、良い１年を過ごせるといわれい
ます。
　今では１月６日に限らず１月中であればいつで
も食べることができ、会社や学校、家族など人が
集まるときは必ずこのガレット・デ・ロワを食べ
るそうです。また、フェーブのコレクターもいる
ほど、本国フランスでは愛されています。

日本語教育

ドミニク
（ドイツ国際交流員） 

＜材料＞
・ジャガイモ
・片栗粉
・バター
・塩
・ナツメグ

500 ｇ
100 ｇ

大さじ１
少々
少々

異文化わくわくイベント「カヨン＆ドミニクと一緒に外国のお正月を体験しましょう！」
カヨンとコリコリコリアンデー「韓服芳香剤作り」
ワールドキッチン「イタリア料理」

＊センターからのお知らせはＰ 20 に掲載しています

国際交流を楽しみませんか？

１月 11 日木
１月 13 日土
１月 26 日金

韓国料理

　韓国のカヨンが講師となり、タッカンマリ（鶏
肉の鍋）とブルーベリーのウユピンス（かき氷）
の作り方を教えてくれました。夜の開催とあって、
普段、日中のワールドキッチンには参加できない
人が大勢参加しました。冬にぴったりのこの鍋は
ご飯のおかずにも、酒のつまみになると大好評で
した。

　11 月 17 日、初の試みと
なる「夜のワールドキッチ
ン」がスワニーで行われま
した。

ＣＩＲ派遣

ＣＩＲ派遣保育所・こども園職員研修
おぶちこども園で
　　　　　「国際交流事業」

　11 月 10 日、六ヶ所地区保育研究会がスワニー
で開かれ、韓国ＣＩＲのカヨンが講師として派遣
されました。

　11 月 14 日「国際交流事業」がおぶちこども園
で行われ、韓国ＣＩＲのカヨンとドイツＣＩＲの
ドミニクが派遣されました。
　韓国の時間はカヨンから韓国語のあいさつの歌
を教わった園児たち。韓国語でのじゃんけんも楽
しみました。ドイツの時間はドイツ語のあいさつ
がちょっと難しかったようですが、ドイツの鬼
ごっこでドミニクと交流を深めていました。
　園児たちは韓国とドイツを身近に感じていたよ
うです。

異文化

わくわくイベント

　12 月９日、異文化わくわくイベント「クリス
マスクッキー作り」がスワニーで開催されました。
　今回はクッキーを使ったお菓子の家作りに挑戦
しました。子どもたちは、小さなお家の組み立て
に苦戦しながらも、さまざまなお菓子を使った飾
りつけに大興奮。自分流にアレンジして、世界に
一つだけのかわいいお家作りに励んでいました。
　参加した親子は「子どものころに憧れたお菓子
の家を子どもと一緒に作ることができて、本当に
楽しかった。夢が叶いました」とうれしそうに持
ち帰っていました。

お菓子の家作り

　この研究会には村内の
保 育 所・ こ ど も 園 職 員
約 60 人が参加。韓国料
理「キンパ作り」（韓国
の海苔巻）や、民族衣装
試着、韓国文化紹介など
終始、にぎやかに行われ
ました。村内の保育所に
も派遣で訪問しているの
で、 先 生 た ち の 予 習 も
バッチリ。ハングルで名
前を書く練習も行い、有
意義な時間を過ごしてい
ました。

Ⅰグループ
（う行をい行に変える）

飲む → 飲みます
nomu　nomimasu
Ⅱグループ

（るを取ってますを付ける）
食べる → 食べます
taberu 　 tabemasu

日本語教育の活用例

　学生時代に上一段活用や下二段活用などを勉強
しませんでしたか？　日本語教育でもこの活用の
ようにグループに分けて勉強しています。日本人
が無意識に母国語として覚えた日本語は、外国人
はかなり難しいようです。
　皆さんは一生懸命日本語を勉強している外国人
に、英語で話し掛けていませんか？　日本語で話
し掛けられているのに、英語で返すのはとても失
礼になります。日本語で
話しかけられたら日本語
で返しましょう。相手と
の距離がぐっと縮まりま
す！　ぜひ、日本語で話
し掛けてみてください。

　日本語教育とは簡単にいうと外国人に日本語を
教える事です。村でも在住外国人の皆さんが国際
教育研修センターで日本語教育を受けています。

❷水を捨てジャガイモを潰し、片栗粉、塩、
　バター、ナツメグを混ぜる。
❸ボール状に丸める。（大きさはお好み）
❹ 沸 騰 し た お 湯 で 15 分 ～ 20 分 ゆ で る。
　中まで火が通っていたら出来上がり。
＊試しに一つゆでてみて、くずれたら生地
　に片栗粉を少し加えて調整する。形がく
　ずれなかったら、全てのクルーセをゆで
　ます

＜作り方＞
❶皮をむいたジャガイモをざく切りに
　し、柔らかくなるまでゆでる。
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■助成上限額／対象年齢（平成 30 年３月 31 日現在）

＊健診結果作成などの費用も、文書作成料として上限
2,000 円が助成されます。

健 康このページに関する問い合わせ・申し込みはこちら
問保健相談センター　☎ 72 － 2794

Health

上十三保健所事業のお知らせ（１月） 問予約　☎ 0176（23）4261

種類 対象 実施日 受付時間
結核接触者健診 結核接触者

９日、23 日

９：00 ～ 11：00

ＨＩＶ（エイズ）相談 希望者 13：30 ～ 14：30

Ｂ型・Ｃ型肝炎検査 初めて検査を希望する人 13：00 ～ 13：30

療育相談 発達が心配な乳幼児 24 日
初回　10：30 ～ 11：00
継続　９：30 ～ 10：30

女性健康相談 思春期から更年期に至る女性 18 日 10：00 ～ 10：30

精神保健福祉相談 精神・神経・飲酒などの相談 17 日 13：00 ～ 14：00

親子ふれあい事業に参加してみませんか？
対象者 時間

リトミック教室（12 日） 未就学児 10：00 ～ 11：00

ベビーマッサージ教室（23 日） 生後 1 年未満の子と保護者 ９：30 ～ 10：00

アフタービクス教室（23 日） 未就学児を持つ母親 10：00 ～ 11：00

親子ビクス教室（23 日） 未就学児 11：00 ～ 11：30

１月の開催は

12 日金
23 日火

千葉 大心 くん織笠 恭成 くん

よ い 歯 で は ぃっ ぴ
11 月２日の３歳児健診で、
むし歯ゼロの子をご紹介します

　バランスボールを使用して、リズム運動や体幹
トレーニングを行います。
■日時　１月 15 日、22 日、29 日　毎週月曜日
　　　　13：30 ～ 15：00
■場所　保健相談センター
■持ち物　タオル、飲み物

バランスボールでエクササイズ

自分自身の健康状態をよく知る

複合健診の実施が決定しました

田中 陽翔 くん村上 大地 くん

　村の健診を利用せず、ご自身で医療機関などにお
いてがん検診を受診された場合、助成金を受けるこ
とができます。

■対象者（全て該当する人のみ）
　1がん検診受診時において、村に住所を有する人
　2職場などにおいてがん検診の助成制度がない人
　3右記の年齢に該当する人
■助成方法
　助成を希望する人は、保健相談センター窓口で所
　定の申請書を提出してください。
■助成申請時に必要な書類
　1検診受診時の領収書
　2検診結果
　3振込先口座が確認できる預金通帳など
　4印鑑

項目 対象者 助成上限額

胃がん検診
40 歳以上の男女

6,000 円

大腸がん検診 2,000 円

子宮がん検診 20 歳以上の女性 6,000 円

乳がん検診 40 歳以上の女性 7,000 円

卵巣がん検診 20 歳以上の女性 2,000 円

前立腺がん検診 40 歳以上の男性 3,000 円

肺がん検診 20 歳以上の男女 2,000 円

項目 対象者 内容

特定健診

20 ～ 39 歳の男女
40 歳以上の国保加入者
後期高齢加入者
40 歳以上の生活保護世帯

身体測定／診察／血
圧測定／尿検査／血
中脂質検査／肝機能
検査／血糖検査／心
電図検査／眼底検査

胃がん検診
40 歳以上の男女

胃エックス線検査

大腸がん検診 免疫便潜血検査

肺がん検診 20 歳以上の男女 胸部エックス線検査

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 （採血）ＰＳＡ検査

肝炎検査 20 歳以上の男女
＊検査歴のない人に限る

（採血）Ｂ型・Ｃ型
肝炎ウイルス

腹部超音波検査
40 歳以上の偶数年生まれ
＊多数の場合受診歴のない
　人を優先（30 人限定）

腹部を超音波で検査

　今回は「脂質異常症予防の食事」をテーマに、
バランスの取れた食事について学習します。
■日時　１月 17 日水　９：30 ～ 13：00
■場所　保健相談センター
■持ち物　エプロン、米１合、手拭タオル
■申込締切　１月 12 日金

栄養教室

　妊娠中の母体や必要な栄養、母乳栄養について
学び、実際にマタニティーメニューを作ります。
■日時　１月 24 日水　10：30 ～ 13：00
■場所　保健相談センター
■持ち物　母子手帳、エプロン

マタニティ教室

　インフルエンザは、高熱や関節の痛みなどを伴
い、人によっては重症化する恐れがあります。流
行を防ぐためには、原因となるウイルスを体内に
侵入させないことや周囲にうつさないようにする
ことが重要です。感染を広げないために、一人一
人が「かからない・うつさない」対策をしましょう。

「手洗い・マスク着用・咳エチケット」

■健診項目／対象者は、下記のとおり

複合健診のお知らせ

がん検診助成事業のお知らせ

　皆さん、健診は受けましたか？　
「健診日に都合が合わなくて受けら

れなかったわ」という声を受け、右
記の日程で健診を実施することが決
定しました。
　いまや「日本人の２人に１人はが
んにかかる」と言われるほど、がん
は誰にでも起こりうる病気です。村
では昭和 50 年以降の死因の第１位
が「がん」となっています。
　病気は早期発見、早期治療が大切
です。まだ受診していない人は、ぜ
ひ申し込みしてください。

■
■
■
■

日 に ち
受付時間
会 場
料 金

１月 20 日土
８：15 ～９：00
保健相談センター
無料
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＊
新
た
に
口
座
振
替
を
ご
利

用
さ
れ
る
場
合
は
「
預
貯
金

口
座
振
替
依
頼
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す

【
申
告
書
作
成
会
場
】

■
開
設
場
所

　

十
和
田
奥
入
瀬
合
同
庁
舎

１
階
共
用
会
議
室

■
開
設
期
間
お
よ
び
時
間

　

２
月
16
日
金
～
３
月
15
日
木

９
時
～
17
時（
土
、日
を
除
く
）

＊
右
記
開
設
期
間
前
は
、
申

告
書
作
成
会
場
を
設
置
し
て

お
り
ま
せ
ん

＊
申
告
書
作
成
会
場
は
大
変

混
雑
し
、
申
告
書
の
作
成
に

１
時
間
以
上
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
会
場
を
ご
利
用

さ
れ
る
際
に
は
、
開
設
時
間

内
に
申
告
書
を
作
成
で
き
る

よ
う
、
な
る
べ
く
お
早
め
に

お
越
し
く
だ
さ
い

【
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導

入
に
伴
い
、
申
告
書
な
ど
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が

必
要
で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
た
申
告
書
を
提
出

す
る
際
に
は
、
本
人
確
認
書

類
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添

付
が
必
要
で
す
。

問
十
和
田
税
務
署

☎
０
１
７
６
（
23
）
３
１
５
１
㈹

＊
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

個
人
住
民
税
は
特
別
徴

収
で
納
め
ま
し
ょ
う

お
知
ら
せ

に
よ
り
、
個
人
住
民
税
を
特

別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
業
員

（
給
与
所
得
者
）
の
希
望
に

よ
り
普
通
徴
収
を
選
択
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

給
与
以
外
に
農
業
所
得
や

不
動
産
所
得
の
あ
る
場
合
に

は
、
給
与
所
得
に
係
る
税
は

特
別
徴
収
、
農
業
や
不
動
産

所
得
な
ど
の
所
得
に
係
る
税

は
普
通
徴
収
で
納
付
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
を
実
施

さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、

特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え
を

お
願
い
し
ま
す
。（
常
時
二

人
以
下
の
家
事
使
用
人
の
み

に
対
し
給
与
を
支
払
い
す
る

も
の
以
外
）

■
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

　

特
別
徴
収
と
は
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
事

業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
従

業
員
（
給
与
所
得
者
）
へ
毎

月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住

民
税
を
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

従
業
員
に
代
わ
っ
て
納
入
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
特
別
徴
収
は
従
業
員
に

と
っ
て
便
利
な
制
度
で
す

○
従
業
員
が
個
々
に
金
融
機

関
な
ど
へ
出
向
く
手
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
が
な
い

○
従
業
員
の
１
回
当
た
り
の

納
付
額
の
負
担
が
少
な
く
な

る
（
普
通
徴
収
年
４
回
→
特

別
徴
収
年
12
回
）　

◎
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告

の
日
程
は
、
２
月
15
日
木
～

３
月
15
日
木
で
す
。
詳
細
は

広
報
ろ
っ
か
し
ょ
２
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
税
務
課
（
内
線
１
２
５
）

（
給
与
所
得
者
）

従
業
員

（
給
与
支
払
者
）

事
業
主

①給与支払報告書の提出
　　（１月 31 日まで）

④特別徴収税額の通知
（従業員用）

③特別徴収税額の通知
（事業主用・従業員用）

　　（５月 31 日まで）
⑤住民税の徴収

（６月～翌年５月
　　　  の給与支払時） ⑥住民税の納入

　　（翌月 10 日まで）

個人住民税の特別徴収のしくみ

市
町
村

②税額の計算

十
和
田
税
務
署

平
成
29
年
分
確
定
申
告

お
知
ら
せ

税　目 申告期限・納期限 口座振替日

所得税および
復興特別所得税

３月 15 日木
４月 20 日金

贈　与　税

消費税および
地方消費税 ４月２日月 ４月 25 日水

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整

備
な
ど
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
戸
鎖
自

治
会
が
当
事
業
に
よ
り
除
雪

機
を
整
備
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
実
績

お
知
ら
せ

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務

の
あ
る
事
業
主
は
、
地
方
税

法
第
３
２
１
条
の
４
の
規
定

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ

た
と
き
、
病
気
や
事
故
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
働
い
て
い
る
世
代
み
ん

な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
人
は
加
入
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘

れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

■
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な

り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　

国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま

す
し
、
年
金
の
給
付
は
生
涯

に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま

す
。

■
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を

取
っ
た
と
き
の
老
齢
年
金
の

ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に

受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
遺

族
年
金
は
加
入
者
が
死
亡
し

た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

遺
族
（
子
の
あ
る
配
偶
者
や

子
）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納

付
猶
予
制
度
】

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
人
は
、
一
般
的
に

所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、

専
修
専
門
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上

で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学

す
る
人
で
す
。

■
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の

人
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。

＊
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期

間
は
、
30
歳
未
満
で
あ
っ
た

期
間
が
対
象
と
な
り
ま
す

問
む
つ
年
金
事
務
所　

☎
０
１
７
５
（
22
）
２
２
７
８

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

「
20
歳
に
な
っ
た
ら
国

民
年
金
」

お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
平
成
30
・
31
年

度
分
の
建
設
工
事
な
ど
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受

け
付
け
を
１
月
15
日
月
か
ら

２
月
15
日
木
ま
で
行
い
ま

す
。
な
お
、
今
回
の
受
け
付

け
か
ら
左
記
の
点
が
変
更
と

な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

1
技
術
職
員
調
書
に
つ
い
て

　

今
回
の
受
け
付
け
か
ら
、

保
有
す
る
技
術
者
に
つ
い
て

は
、
様
式
を
コ
ピ
ー
す
る
な

ど
し
、
全
員
分
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。技
術
者
が
多
く
、

村
の
様
式
へ
の
記
入
が
困
難

な
場
合
は
、
青
森
県
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
収
受
印

が
押
印
さ
れ
た
技
術
職
員
調

書
も
可
と
し
ま
す
。

2
社
会
保
険
未
加
入
業
者
に

つ
い
て

　

社
会
保
険
未
加
入
業
者

（
適
用
事
業
所
で
は
な
い
人
、

平
成
30
・
31
年
度
六
ヶ

所
村
建
設
工
事
な
ど
競

争
入
札
参
加
資
格
申
請

書
受
け
付
け
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

適
用
除
外
を
受
け
た
人
を
除

く
）
か
ら
の
受
け
付
け
に
つ

い
て
は
受
理
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
未
加
入
の
場
合
は
早
急

に
加
入
手
続
き
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

提
出
書
類
な
ど
の
詳
細

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
行

政
情
報
→
入
札
・
契
約
情
報

→
Ｈ
30
・
31
建
設
工
事
参
加

資
格
申
請
に
つ
い
て
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
財
政
課
（
内
線
２
４
２
・

２
４
７
・
２
４
８
）

　

千
歳
睦
栄
線
の
一
部
に
お

い
て
、
１
月
上
旬
か
ら
３
月

下
旬
ま
で
下
水
道
工
事
に
よ

る
通
行
止
め
が
発
生
い
た
し

ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
該
道
路
の
迂
回

路
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

工
事
現
場
に
看
板
を
設
置
し

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課

担
当　

鳥
山
（
内
線
１
７
６
）

千
歳
睦
栄
線
下
水
道
工

事
に
よ
る
道
路
通
行
止

め
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
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公
立
野
辺
地
病
院
か
ら
面

会
制
限
な
ど
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

R o k k a s h o  I n f o r m a t i o n  &  n e w s

問農業委員会事務局
〈農林水産課内〉（内線 325）

農 業 委 員 会 だ よ り

　第 12 回農業委員会総会が 11
月 10 日金に開催され、下記案件
が議決・承認されました。

■報告第 23 号　農地の転用事実
に関する照会について

２件　9,106㎡
■報告第 24 号　農地法第３条の
３第１項の規定のよる届出について

３件　57,507㎡

□議案第 31 号　農地法第３条の
規定による許可申請について

１件　812㎡
□議案第 32 号　農地法第５条第
１項の規定による許可申請について

１件　8,221㎡
□議案第 33 号　農業経営基盤強
化促進法に基づく農用地利用集積
計画の承認について

（利用権設定）　　２件　21,095㎡

【農地の利用意向調査について】
　農業委員会では、農地パトロー
ルの結果に基づき、放置し荒れて
いる農地の所有者に対して、農地
の利用意向調査を行っておりま
す。調査票が届いた人は、内容を
確認の上、今後の利用について記
入し、農業委員会へ提出してくだ
さい。
■提出期限
　平成 30 年 1 月 31 日水
＊期限以降でも回答くださいます
ようお願い致します

総会の傍聴・会議録の縦覧ができ
ます。第 13 回農業委員会総会は
12 月 12 日火に開催されました。
今月の総会は１月 11 日木に開催
予定です。また、各申請書の締め
切りは毎月 20 日までです。

１
日
か
ら
実
施
す
る
、
平
成

30
年
度
の
赤
十
字
活
動
資
金

確
保
の
た
め
の
募
集
運
動
よ

り
新
し
い
制
度
に
基
づ
く
募

集
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

１
３
０
年
の
歴
史
を
踏
ま

え
、
青
森
県
に
お
け
る
赤
十

字
活
動
の
更
な
る
強
化
を
図

る
た
め
、
新
し
い
制
度
に
基

づ
く
「
赤
十
字
会
員
（
社
員
）

増
強
・
活
動
資
金
増
収
運
動
」

の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
赤
十

字
会
員
（
社
員
）
へ
の
加
入

な
ら
び
に
平
成
30
年
度
の
赤

十
字
活
動
資
金
（
会
費
・
寄

付
金
）
の
ご
支
援
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
「
社
員
制
度
の
見
直
し
」

の
主
な
内
容

・
こ
れ
ま
で
「
社
費
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
赤
十
字
活
動
資

金
の
名
称
が
「
会
費
」
に
改

め
ら
れ
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
「
社
員
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
赤
十
字
支
援
者

の
名
称
が
「
赤
十
字
会
員
」

に
改
め
ら
れ
ま
す
。

・「
赤
十
字
会
員
」の
種
類
は
、

２
千
円
以
上
の
定
額
に
よ
り

継
続
的
に
ご
支
援
を
い
た
だ

く
「
会
員
」
と
、
２
千
円
未

満
の
定
額
に
よ
り
ご
支
援
を

い
た
だ
く
「
協
力
会
員
」
と

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を

記
念
し
て
平
成
30
年
度
に
10

年
ぶ
り
と
な
る
「
青
森
県
赤

十
字
大
会
」
の
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
国
内
外
で

自
然
災
害
が
多
発
し
、
被
災

者
の
人
道
的
支
援
な
ど
赤
十

字
社
が
果
た
す
べ
き
役
割
が

増
大
し
て
い
る
現
状
を
鑑

み
、
赤
十
字
会
員
（
会
員
）

な
ら
び
に
活
動
資
金
の
募
集

強
化
を
図
る
た
め
、
日
本
赤

十
字
社
で
は
平
成
29
年
度
に

「
社
員
制
度
の
見
直
し
」
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
青
森
県
支
部
で
は
２
月

な
り
ま
す
。

・
２
千
円
以
上
の
支
援
を
行

う
人
に
対
し
て
「
会
員
」
加

入
の
意
思
確
認
を
実
施
し
ま

す
。

・「
会
員
」
加
入
の
意
思
確

認
に
よ
り
「
会
員
」
に
加
入

さ
れ
た
人
に
は
年
２
回
、
赤

十
字
情
報
誌
を
無
償
で
送
付

致
し
ま
す
。

■
受
付　

２
月
１
日
木
か
ら

問
日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支

部　

組
織
振
興
課

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
２
０
１
１

問
福
祉
課
〈
日
本
赤
十
字
社

六
ヶ
所
村
分
区
事
務
局
〉（
内

線
１
３
３
）

平
成
30
年
度
の
募
集
運
動
が

は
じ
ま
り
ま
す

赤
十
字
活
動
資
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

　

赤
十
字
活
動
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
明
治

10
年
の
西
南
戦
争
に
お
け
る

戦
時
救
護
を
機
に
産
声
を
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
創
立
か
ら

10
年
後
の
明
治
20
年
に
「
青

森
県
委
員
部
」
と
し
て
設

置
さ
れ
た
青
森
県
支
部
は
、

平
成
30
年
を
も
っ
て
創
立

１
３
０
周
年
と
い
う
節
目
の

見
た
目
年
齢
10
歳
若
返
り

運
動
教
室
開
催

お
知
ら
せ

　

い
つ
ま
で
も
若
く
健
康
で

い
た
い
！　

そ
ん
な
皆
さ
ん

の
た
め
に
運
動
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
肥
満
解
消
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
で
き
る
運
動

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
が
学
べ

る
、
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

会場 日時
１回目 ２回目

老人福祉
センター

１月 17 日水
９：30 ～ 11：00

２月 21 日水
９：30 ～ 11：00

千歳平地区
公民館

１月 17 日水
13：30 ～ 15：00

２月 21 日水
13：30 ～ 15：00

保健相談
センター

１月 19 日金
９：30 ～ 11：30

２月 23 日金
９：30 ～ 11：30

泊地区
ふれあいセンター

１月 19 日金
13：30 ～ 15：00

２月 23 日金
13：30 ～ 15：00

を
添
付
ま
た
は
提
示
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
氏

名
・
保
険
者
名
・
医
療
機
関

名
も
し
く
は
医
師
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
市
町
村
へ
委
託

ま
た
は
費
用
助
成
を
行
い
実

施
し
て
い
る
医
科
健
康
診

査
・
歯
科
健
康
診
査
・
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
結
果

通
知
な
ど
に
保
険
者
名
と
し

て
「
青
森
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
」
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
改
め
て

保
険
者
（
青
森
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
）
に
証
明

書
の
交
付
を
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
紛
失
な
ど
に

よ
る
再
発
行
を
含
む
）。
こ

の
よ
う
な
場
合
は
、
健
康
課

へ
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

◎
保
険
料
を
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う

・
納
付
書
で
お
支
払
い
の
人

は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座

振
替
へ
の
変
更
は
市
町
村
の

担
当
課
ま
た
は
金
融
機
関
で

随
時
受
け
付
け
し
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

通
常
よ
り
有
効
期
限
が
短
い

保
険
証（
短
期
被
保
険
者
証
）

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

・
災
害
に
よ
り
住
宅
な
ど
に

著
し
く
損
害
を
受
け
た
場
合

や
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
世

帯
主
な
ど
の
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
場
合
は
、
保
険
料

の
減
免
な
ど
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

請
な
ど
に
つ
い
て
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
指
定
口
座
を
変
更
し
た
場

合
の
届
け
出
の
お
願
い

　

高
額
療
養
費
、
高
額
介
護

合
算
療
養
費
お
よ
び
療
養
費

な
ど
は
、
一
度
振
込
先
の
口

座
登
録
を
す
る
と
、
情
報
が

自
動
的
に
引
き
継
が
れ
、
そ

◎
「
特
定
一
般
用
医
薬
品
購

入
費
を
支
払
っ
た
場
合
の
医

療
費
控
除
の
特
例
（
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）」

の
創
設
に
伴
う
証
明
書
の
発

行
に
つ
い
て

　

租
税
特
別
措
置
法
が
改
正

さ
れ
、
平
成
29
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
33
年
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
医
療
用
か
ら
転

用
さ
れ
た
医
薬
品
の
購
入
費

用
に
つ
い
て
（
従
来
の
医
療

費
控
除
で
は
な
く
）
新
た
な

所
得
控
除
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費

控
除
の
特
例
））
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
に
は
、
個
人
が
そ
の

年
中
に
健
康
の
保
持
増
進
お

よ
び
疾
病
の
予
防
へ
の
取
り

組
み
を
行
い
、
確
定
申
告
の

際
に
は
、
当
該
取
り
組
み
を

行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
（
結
果
通
知
な
ど
）

の
都
度
登
録
手
続
き
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
近
年
、
過
去
に
登

録
し
た
口
座
を
変
更
（
解
約

な
ど
）
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
変
更
の
届
出
を
し
な
い

こ
と
に
よ
り
、
振
り
込
み
が

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
一
度
登
録
し
た
口

座
を
変
更
し
た
場
合
は
、
必

ず
届
け
出
く
だ
さ
い
。

問
健
康
課
（
内
線
１
４
６
）

＊
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
申
込
先

　

健
康
課
（
内
線
１
４
７
）

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

（
75
歳
以
上
）
の
皆
さ
ま
へ

お
知
ら
せ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

流
行
時
期
を
迎
え
、
入
院
患

者
さ
ん
を
感
染
症
か
ら
守
る

た
め
近
隣
地
域
の
流
行
状
況

に
よ
り
面
会
制
限
ま
た
は
面

会
禁
止
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
面
会
制
限
・
面
会
禁

止
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
公
立
野
辺
地
病
院　

☎
０
１
７
５
（
64
）
３
２
１
１
㈹
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雨嶋　善広（岡山県）
沼辺　彩音（尾駮浜）

山本　礼人（野附）
坂上　澪那（倉内）

上野　誠　  （泊）
佐々木美穂（泊）

下山　裕人（鶴田町）
山口　七彩（青森市）

お誕生 おめでとう

おくやみ

吉田　スミ　92 才（泊）
秋戸　アヤ　79 才（二又）
髙橋　眞作　78 才（尾駮浜）
髙橋　晃　　60 才（新町）
橋本陸奥男　74 才（尾駮浜）

ご結婚 おめでとう

11 月届出分。届け出時に本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課（内線 118）

籍 窓戸 の

ろっかしょの人口
（12 月１日現在）

人口（前月比）
男性 5,596 （2）
女性 4,908 （-7）

計 10,504 （-5）
世帯数 4,815 （3）

高
たかむら

村　菜
な ゆ た

豊（一寿）倉内
佐
さ と う

藤　律
り う

臣（亮平）千歳平

　

村
で
は
、
村
内
に
居
住
す

る
要
介
護
高
齢
者
な
ど
を
介

護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、

次
の
各
号
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
場
合
、
家
族
介
護
慰
労

金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

（
村
内
に
住
所
を
有
す
る
）

❶
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
継

続
し
て
、
要
介
護
認
定
に
お

い
て
要
介
護
１
か
ら
介
護
５

に
該
当
す
る
人

❷
❶
の
期
間
、
入
院
期
間
３

カ
月
以
内
の
人
、
高
齢
者
住

宅
な
ど
の
入
居
が
な
い
人
、

介
護
保
険
の
施
設
入
所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ
た
人

お
よ
び
短
期
入
所
の
利
用
期

間
が
７
日
以
内
の
人

■
支
給
額
（
基
準
日
：
平
成

29
年
12
月
31
日
）

　

要
介
護
１　
　
　

１
万
円

平
成
29
年
度

家
族
介
護
慰
労
金
支
給

お
知
ら
せ

　

要
介
護
２　
　
　

２
万
円

　

要
介
護
３　
　
　

３
万
円

　

要
介
護
４　
　
　

４
万
円

　

要
介
護
５　
　
　

５
万
円

■
申
込
期
限　

１
月
31
日
水

　

家
族
介
護
慰
労
金
を
申
請

す
る
人
、
福
祉
課
に
印
鑑
お

よ
び
通
帳
の
写
し
を
必
ず
お

持
ち
に
な
り
、
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
（
内
線
１
３
８
）

訓練科目 募集定員 試験方法 対象者

デジタル
デザイン科 15 人

職業適性検査
面接

知的障害
のない人

ＯＡ事務科 15 人

作業実務課 10 人 適性検査
面接（保護者同伴）

知的障害
のある人

■
募
集
概
要

青
森
県
立
障
害
者
職
業

訓
練
校
平
成
30
年
度
訓

練
生
募
集

募
集

■
願
書
受
付
期
間

　

１
月
４
日
木
～
２
月
７
日
水

■
試
験
日　

２
月
16
日
金

■
訓
練
期
間　

１
年
間
（
４

月
～
翌
年
３
月
）

■
試
験
会
場　

青
森
県
立
障

害
者
職
業
訓
練
校
（
弘
前
市

緑
ヶ
丘
１
―
９
―
１
）

■
合
格
発
表

　

２
月
22
日
木　

９
時

■
応
募
手
続

・
入
校
願
書
は
、
各
地
区
の

公
共
職
業
安
定
所
に
あ
り
ま

す
。

・
身
体
検
査
書
は
、
願
書
添

付
の
指
定
様
式
を
活
用
く
だ

さ
い
。

・
入
校
願
書
に
、
障
害
者
手

帳
ま
た
は
判
定
書
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
精

神
障
害
の
あ
る
人
は
、
主
治

医
の
意
見
書
も
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。）

・
入
校
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
応
募
資
格

・
体
力
、
精
神
的
に
１
年
間

の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
就
職

を
希
望
す
る
人
。

・
障
害
が
安
定
し
、
身
体
の

疾
病
ま
た
は
障
害
が
訓
練
受

講
上
の
支
障
と
な
ら
な
い

人
。（
介
助
支
援
が
あ
る
人

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

・
職
業
的
自
立
が
見
込
ま
れ

る
人
。

・
集
団
生
活
に
支
障
の
な
い

人
。

■
そ
の
他

・
受
講
料
は
無
料
で
す
。

・
通
校
が
困
難
な
人
の
た
め

に
寄
宿
舎
を
併
設
し
て
お
り

ま
す
。（
身
体
障
害
者
の
み

対
象
）

・
入
校
日
現
在
に
お
い
て
雇

用
保
険
の
受
給
資
格
者
に

は
、
終
了
日
ま
で
雇
用
保
険

が
延
長
給
付
さ
れ
ま
す
。

・
雇
用
保
険
対
象
者
以
外
の

人
で
公
共
職
業
安
定
所
長
の

受
講
指
示
を
受
け
て
入
校
さ

れ
た
人
に
は
職
業
訓
練
手
当

（
通
校
手
当
な
ど
）
が
給
付

さ
れ
ま
す
。

・
入
校
時
に
は
教
科
書
、
用

品
代
や
保
険
料
な
ど
個
人
所

有
物
の
経
費
と
し
て
、
３
万

円
程
度
必
要
で
す
。（
作
業

実
務
科
は
５
万
円
程
度
）

問
申
込
先　

青
森
県
立
障
害

者
職
業
訓
練
校

訓
練
科　

鳥
元
・
三
上

☎
０
１
７
２
（
36
）
６
８
８
２

■
訓
練
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の

取
り
扱
い
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に

関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得

■
募
集
人
員　

15
人

■
募
集
期
間

　

１
月
19
日
金
ま
で

■
訓
練
期
間

　

２
月
８
日
木
～
５
月
７
日
月

■
受
講
資
格

・
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職

申
し
込
み
を
行
っ
て
い
る
人
。

・
離
職
者
な
ど
で
職
業
に
必

要
な
技
能
お
よ
び
知
識
を
習

得
し
よ
う
と
す
る
人
。

■
応
募
手
続

　

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
最
寄
り
の
公
共

職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
訓
練
場
所
（
予
定
）

　

む
つ
市
内
民
間
訓
練
施
設

■
受
講
料

　

無
料
。
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
自
己
負
担
。（
テ
キ
ス

ト
代
、
災
害
保
険
加
入
費
、

資
格
試
験
検
定
料　

合
計

３
万
７
千
円
程
度
）

問
青
森
県
立
む
つ
高
等
技
術

専
門
学
校

担
当　

齋
藤
・
浜
田

☎
０
１
７
５
（
24
）
１
２
３
４

離
職
者
な
ど
再
就
職
訓

練
「
Ｉ
Ｔ
応
用
科
②
」

受
講
生
募
集

募
集

　

村
で
は
、
高
齢
者
な
ど
を

介
護
し
て
い
る
家
族
お
よ
び

地
域
の
住
民
を
対
象
に
、
介

護
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
家
族
介
護
者
教

室
を
行
い
ま
す
。

■
日
時

　

２
月
11
日
日
10
時
～
12
時

■
場
所　

尚
祐
の
里

■
対
象

　

高
齢
者
な
ど
を
介
護
し
て

い
る
家
族
お
よ
び
地
域
の
住

「
家
族
介
護
者
教
室
事

業
」
参
加
者
募
集

募
集

ヴァンラーレ八戸ＦＣ新シーズンへ向けて
　『超

ちょうとう

闘 - OVER THE TOP -』このチームスローガンのもと、
ヴァンラーレ八戸ＦＣは 2017 年のシーズンを闘いまし
た。闘いを超えた先にはＪ３昇格が見えてくる…。チー
ムはそのような思いで闘い抜きましたが、結果は年間通
算順位５位ということで、2017 年度のＪ３昇格は惜しく
も果たせませんでした。スタジアムの基準や観客動員数、
その他の条件をクリアし、あとは成績だけです。2018
年度ももちろんＪ３昇格を目指し、選手・スタッフ一同
精いっぱい頑張って参りますので、新シーズンもぜひダ
イハツスタジアムに足をお運びください。ホーム戦合計
30,000 人という観客動員数の達成に、ホームタウン在住
の皆さまにもご協力いただきたく、来シーズンもよろし
くお願いします！　応援ありがとうございました！

民■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

無
料

問
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

尚
祐
の
里

☎
７
７
―
２
０
４
０
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親
子
ス
ケ
ー
ト
教
室

募
集

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

本
格
せ
っ
け
ん
作
り
に

挑
戦
し
て
み
よ
う
！

募
集

　

こ
の
季
節
は
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

楽
し
く
ス
ケ
ー
ト
を

し
て
、
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
！

■
日
に
ち　

２
月
17
日
土

■
場
所　

青
森
県
営
ス
ケ
ー

ト
場
（
盛
運
輸
ア
リ
ー
ナ
）

■
募
集
人
員

　

40
人
（
小
学
生
以
上
）

■
入
場
料

　

・
小
学
生　
　

１
１
０
円

　

・
中
学
生　
　

２
２
０
円

　

・
高
校
生　
　

３
３
０
円

　

・
一　

般　
　

６
０
０
円

　

・
貸
靴
代　
　

３
４
０
円

＊
引
率
者
１
人
に
つ
き

６
０
０
円
か
か
り
ま
す

■
申
込
締
切
日

　

１
月
23
日
火
（
定
員
に
達

し
次
第
）

■
バ
ス
運
行
予
定

問
申
込
先

　

国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
７
３
―
８
５
７
５

◎
異
文
化
わ
く
わ
く
イ
ベ
ン
ト

　

カ
ヨ
ン
、
ド
ミ
ニ
ク
と
一

緒
に
韓
国
と
ド
イ
ツ
の
伝
統

遊
び
を
し
て
、
昼
食
に
は
正

月
料
理
と
簡
単
な
お
や
つ
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

■
対
象　

小
学
生	

■
場
所

　

国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

■
日
時

　

１
月
11
日
木
10
時
～
14
時

■
募
集
人
数　

20
人

■
申
込
受
付
期
間

　

１
月
５
日
金
ま
で

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物

　

飲
み
物
、
中
履
き

が
完
成
！　

大
人
１
人
で
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

■
対
象　

小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
（
小
学
生
３
年
生
以
下

の
場
合
、
保
護
者
同
伴
）	

■
場
所

　

国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

■
日
時

　

１
月
13
日
土
９
時
～
12
時

■
募
集
人
数　

12
人

■
申
込
受
付
期
間

　

１
月
５
日
金
ま
で

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
持
ち
物　

飲
み
物

■
参
加
費
（
材
料
費
）

　

１
０
０
０
円

＊
１
月
19
日
以
降
の
キ
ャ
ン

セ
ル
は
、
材
料
費
を
い
た
だ

き
ま
す

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
試
食
時
の
飲
み
物
、

持
ち
帰
り
用
タ
ッ
パ
ー

◎
ワ
ー
ル
ド
キ
ッ
チ
ン

　

イ
タ
リ
ア
人
の
ラ
イ
ラ
さ

ん
が
ラ
ザ
ニ
ア
と
テ
ィ
ラ
ミ

ス
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
本
場
の
イ
タ
リ
ア
料

理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー（
調
理
室
）

■
日
時　

１
月
26
日
金

９
時
半
～
14
時
（
準
備
・
試

食
・
片
付
け
含
む
）

■
募
集
人
数　

定
員
12
人

■
申
込
受
付
期
間

　

１
月
９
日
火
～
19
日
金

◎
カ
ヨ
ン
と
コ
リ
コ
リ
コ
リ

ア
ン
デ
ー

　

韓
国
の
伝
統
衣
装
「
韓ハ
ン
ボ
ク服
」

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
カ
ヨ
ン
と

一
緒
に
作
り
ま
す
。
石
膏
で

作
る
ア
ロ
マ
ス
ト
ー
ン
を
中

に
入
れ
て
か
わ
い
い
芳
香
剤

＊
参
加
者
氏
名
、
連
絡
先
、

バ
ス
乗
車
場
所
、
靴
の
サ
イ

ズ
を
申
し
込
み
時
に
お
伝
え

く
だ
さ
い

問
申
込
先　

社
会
教
育
課

（
内
線
５
１
５
）

FAX 
７
２
―
２
２
４
６

　

本
格
的
な
固
形
せ
っ
け
ん

作
り
に
挑
戦
し
ま
す
！　

リ

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
使
っ
た
、

子
ど
も
に
も
安
心
し
て
使
え

る
無
添
加
せ
っ
け
ん
で
す
。

■
日
時　

２
月
27
日
火

11
時
～
13
時
半

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

先
着
10
人

■
材
料
費　

３
０
０
０
円

■
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

■
講
師　
（
一
社
）
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
石
け
ん
協
会
（
Ｈ
Ｓ

Ａ
）
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
ー
パ
ー

豊
川
友
美
さ
ん

■
そ
の
他　

完
成
す
る
ま
で

に
家
に
持
ち
帰
っ
て
か
ら
の

作
業
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

苛
性
ソ
ー
ダ
を
使
用
す
る
た

め
子
ど
も
の
参
加
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

問
申
込
先　

社
会
教
育
課　

（
内
線
５
１
４
）

R o k k a s h o  I n f o r m a t i o n  &  n e w s

１月のスケジュール
村の保健行事や講座、イベント情報を掲載しています

〈　〉内は開催場所、▶はイベント
❀マークは保健相談センター内で行なわれる事業です

第 35 回六ヶ所村民俗芸能発表会
　郷土に受け継がれる伝統芸能の優雅な舞
を、ぜひご覧ください。村内各地で伝統の技
を受け継ぐ保存会が一同に会し、各地域独特
の個性が光る神楽舞や権現舞を披露します。
新春の門出にふさわしい、華やかな民俗芸能
発表会ですので、皆さまお誘い合わせの上、
ぜひご来場ください！

■日時　１月６日土　
　　　　10：00 開演
■場所　泊地区ふれあいセンター
問中央公民館（内線 518）

国
際
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

募
集

順路 行き（↓） 帰り（↑）
泊出張所 ７：40 16：20

役場 ８：00 16：00
ＪＡ平沼 ８：15 15：45

千歳平地区公民館 ８：30 15：30
平内ＰＡ トイレ休憩

県営スケート場 10：00 14：00

日 曜 行事名

１ 月

【元旦】

ろっぷ（～３日）、スワニー・図書館・郷土館（～
４日）休館日

２ 火

３ 水

４ 木

５ 金
❀キッズルーム開放日　９：30 ～ 11：30
　　　　　　　　　　    13：30 ～ 15：00

６ 土
▶民俗芸能発表会〈泊地区ふれあいセンター〉
　10：00 開演

７ 日

８ 月 【成人の日】

９ 火 スワニー・図書館・郷土館・ろっぷ　休館日

10 水
❀キッズルーム開放日　９：30 ～ 11：30
　　　　　　　　　　    13：30 ～ 15：00

11 木

▶異文化わくわくイベント〈国際教育研修センター〉
　10：00 ～ 14：00　＊詳細Ｐ 20

❀ワッ歯ッ歯！むし歯０教室
　（受付）10：30 ～ 10：45

❀３歳児健診　（受付）12：30 ～ 12：45

12 金 ❀リトミック教室　10：00 ～ 11：00

13 土
▶カヨンとコリコリコリアンデー〈国際教育研修センター〉
　９：00 ～ 12：00　＊詳細Ｐ 20

14 日

15 月
スワニー・図書館・郷土館・ろっぷ　休館日

❀バランスボール教室　13：30 ～ 15：00

16 火
❀乳幼児相談　（受付）９：45 ～ 10：00

❀２歳児歯科健診　（受付）12：30 ～ 12：45

17 水 ❀栄養教室　９：30 ～ 13：00

18 木

❀１歳児健診　（受付）９：45 ～ 10：00

❀１歳児健診にてブックスタート　10：30 ～

❀１歳６カ月児健診
　（受付）12：45 ～ 13：00

19 金
❀キッズルーム開放日　９：30 ～ 11：30
　　　　　　　　　　    13：30 ～ 15：00

20 土
▷複合健診〈保健相談センター〉
　（受付）８：15 ～９：00

21 日

日 曜 行事名

22 月
スワニー・図書館・郷土館・ろっぷ　休館日

❀バランスボール教室　13：30 ～ 15：00

23 火

❀ベビーマッサージ教室　９：30 ～ 10：00

❀アフタービクス教室　10：00 ～ 11：00

❀親子ビクス教室　11：00 ～ 11：30

24 水 ❀マタニティ教室　（受付）10：30 ～ 13：00

25 木
❀７カ月児健診　（受付）９：45 ～ 10：00

❀４カ月児健診　（受付）13：00 ～ 13：15

26 金

❀キッズルーム開放日　９：30 ～ 11：30
　　　　　　　　　　    13：30 ～ 15：00

▶ワールドキッチン〈スワニー〉
　９：30 ～ 14：00　＊詳細Ｐ 20

27 土

28 日

29 月

スワニー・図書館・郷土館・ろっぷ　休館日

❀５歳児発達相談　（受付）13：15 ～ 13：30

❀バランスボール教室　13：30 ～ 15：00

30 火

31 水
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■１月７日（午前６時）～２月１日（午前６時）
時 番組名 時 番組名

６ 00 広報、写真で巡るろっかしょ、気象情報のあれこれ！ 15 00 スタディツアー 2016

15 健康体操 15 応急手当の基礎知識
～心肺蘇生法（成人）と AED の使い方～

20 ロクナビ

30 あどばるーんの六ヶ所グルメ探検隊！～ Part2 ～ 30 ロクナビ

７ 00 みんなでいきいき体操 40 六ヶ所村健康フェスタ

20 ロクナビ 16 10 広報、写真で巡るろっかしょ

30 異文化交流トーク番組　六ヶ所ＬＩＦＥ
スペイン＆フランス編

20 2017 たのしむべ！フェスティバル

50 ロクナビ

８ 00 広報、伝えたい（鳥） 17 00 みんなでいきいき体操

10 応急手当の基礎知識 ～応急手当と 119 番通報～ 20 泊例大祭・とまり港まつり

25 ロクナビ 50 ロクナビ

35 ロクジロー・メジロちゃんのふれあい親善大使
～千歳平保育所＆泊保育所～

18 00 2016 異文化交流フェア

９ 05 四字熟語教えてあげる 30 横山ひできのグルメ探訪　キッチン華

35 ロクナビ 45 応急手当の基礎知識 ～乳児小児の心肺蘇生法～

45 応急手当の基礎知識 ～けがをした時の手当～ 19 00 ロックＴＶからのお知らせ
青森環境放射線モニタリング

10 00 2017 たのしむべ！フェスティバル

30 あどばるーんの六ヶ所グルメ探検隊！～ Part3 ～ 20 00 広報、地震・津波情報のあれこれ！

50 ロクナビ 10 ロクナビ

11 00 広報、テレビ電話の操作説明 20 テレビ電話の操作説明

15 健康体操コンテスト 30 泊例大祭・とまり港まつり

20 ロクナビ 21 00 第 41 回村民文化祭

30 応急手当の基礎知識
～ノドにものが詰まった時の手当～

30 広報、写真で巡るろっかしょ

45 六ヶ所村健康フェスタ 40 スタディツアー 2016

12 15 広報、写真で巡るろっかしょ 55 ロクナビ

25 ロクナビ 22 05 気になる施設で大発見！！青森宝栄工業株式会社

35 泊例大祭・とまり港まつり 35 広報、伝えたい（花）

13 05 ロクナビ 45 ロクナビ

15 ロクジロー・メジロちゃんのふれあい親善大使
～泊第二保育所＆平沼保育所～

55 横山ひできのグルメ探訪　キッチン華

23 10 気になる施設で大発見！！株式会社永木精機

45 国民年金基礎知識 40 ロクナビ

14 00 ロックＴＶからのお知らせ
青森環境放射線モニタリング

50 広報、写真で巡るろっかしょ

０
～
６

00 ロックＴＶからのお知らせ
青森環境放射線モニタリング

30 健康体操コンテスト

35 写真で巡るろっかしょ、伝えたい（動物）

45 ロクナビ

55 健康体操

＊番組では、一部内容を変更して放送する場合があります
＊機器調整のため番組を休止することがあります

問一般財団法人六ヶ所村文化振興公社
☎ 080（8200）8962 ／ 080（8200）8963

ロックＴＶ　１月の番組表2018.
１月号

地上デジタル 11ch「ロック TV」

■テレビが映らない・受信状況が悪い時の連絡先
　六ヶ所村故障受付（毎日８時～ 19 時）
　☎ 0120（357）252
■受信設備の新設・移設・各種問い合わせなどの
　連絡先
　六ヶ所村サポートセンター（平日９時～ 17 時）
　☎ 0120（357）727
◎ＢＳデジタル放送（有料）を視聴するには、各
　放送局との契約が必要です。連絡先は新聞など
　のＢＳ番組表をご覧ください。

時 番組名 時 番組名

６ 00 広報 14 20 （NEW）新春村長対談～戸田衛村長に聞く～

05 健康体操コンテスト 30 写真で巡るろっかしょ

10 （NEW）新春村長対談～戸田衛村長に聞く～ 35 ロクナビ！

45 ロクナビ！総集編（2017 年９月・10 月）

15

16 15 健康体操コンテスト

20 ロクナビ！ 20 （NEW）新春村長対談～戸田衛村長に聞く～

30 ロクナビ！総集編（2017 年１月・２月） 30 ロクナビ！

40 ロクナビ！総集編（2017 年 11 月・12 月）

７ 50 広報、写真で巡るろっかしょ 17

８ 00 ロクナビ！ 18 10 泊例大祭・とまり港まつり

10 ロクナビ！総集編（2017 年３月・４月） 40 広報、写真で巡るろっかしょ

50 （NEW）新春村長対談～戸田衛村長に聞く～

９ 40 （NEW）新春村長対談～戸田衛村長に聞く～ 19 00 ロクナビ！

50 2017 たのしむべ！フェスティバル 10 ロクナビ！総集編（2017 年１月～ 12 月）

10 20 ロクナビ！ 20

30 ロクナビ！総集編（2017 年５月・６月） 21

11 22

12 00 （NEW）新春村長対談～戸田衛村長に聞く～ 23

10 広報、写真で巡るろっかしょ １

20 ロクナビ！ ２

30 ロクナビ！総集編（2017 年７月・８月） ３ 50 広報、写真で巡るろっかしょ

4
～
６

00 ロックＴＶからのお知らせ
青森環境放射線モニタリング

13 50 六ヶ所村健康フェスタ

新春恒例の村長対談。戸田
村長が村民の皆さまへ、新
年のあいさつと村政の抱負
を語ります。

昨年放送のロクナビ！をい
一挙再放送します。見逃し
た人は、ぜひご覧くださ
い！

■新年特別番組　1 月１日（午前６時）～１月７日（午前６時）

あけましておめでとうございます
本年もロックＴＶをよろしくお願いします

　『新年特別番組』では「新春村長対
談～戸田衛村長に聞く～」「ロクナビ！
総集編」などを放送します。



24Rokkasho●2018-125 Rokkasho●2018-1

図書館のススメ
テレビ電話でも新刊情報をお知らせしているよ♪

○六ヶ所村民図書館　☎ 72―3405
【開館時間】（火～金）　９：30 ～ 19：00

　　　  （土日・祝日）　９：30 ～ 17：00

＊ＹＡ（ヤングアダルト・ティーンズ）とは？
　『若い大人』の 10 代の皆さんにおすすめしたい本です

一般

美術館での写真撮影、コピペ論
文、ライブを無断録音…。スマ
ホとＳＮＳをめぐるトラブルの
ほか、映像や音楽、ゲームなど
ネットに関わるトラブルの解決
法や防止法を、具体例を使って
分かりやすく説明する。

著▶飯野 たから

撮ってはいけない

ＹＡ

５歳で変形菌と運命的な出会い
をし、６歳より飼育を、７歳よ
り研究を始めた 16 歳の著者が、
変形菌とすごした 10 年間に見
たこと、体験したこと、知った
こと、考えたことなどをつづる。
内閣総理大臣賞に輝いた研究も
掲載。

著▶増井 真那

世界は変形菌でいっぱいだ

一般

平和な田舎に事件なんて起きな
い…と思っていたのに、赴任初
日に強盗犯がやってきた！？　 
寺秘蔵の仏像を盗む窃盗犯、子
どもたちの遊び場に蛇が大量発
生…。駐在さん×元医師の妻が
ワケありな謎を解き明かす、連
作短編警察小説。

著▶小路 幸也

駐在日記

児童

平安時代に描かれた、日本に今
残っている絵巻物でもっとも古
いもののひとつである「鳥獣戯
画」。「どんな動物が描かれてい
る？」「何のために、いつ、だ
れが描いたの？」など、鳥獣戯
画についてやさしく説明しま
す。

監修▶五味 文彦

鳥獣戯画を読みとく （調べる学習百科）

図書館キャラクター　ロクトくん

I n f o r m a t i o n

平成 29 年度 自衛官募集のご案内
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所（予定）

自衛官候補生 18 歳以上 27 歳未満の人 年間を通じて
行っています

１月下旬（予定）
＊別途各人へ連絡します 別途各人へ連絡します

予備自衛官補
（一般公募） 18 歳以上 34 歳未満の人 １月９日火

～
４月６日金

４月 15 日日 別途各人へ連絡します
予備自衛官補
（技能公募）

18 歳以上で各種国家免許資格
などを有する人

防衛大学校学生一般
（後期）

高卒（見込み含）
18 歳以上 21 歳未満の人

１月 20 日土
　～ 26 日金 ２月 17 日土 仙台駐屯地

◎細部については、下記までお問い合わせください。
問自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所（〒 033 ー 0037　三沢市松園町三丁目６－ 16   中野プラザビル２Ｆ）
☎ 0176（53）1346（FAX 同）　（平日８：45 ～ 17：30） 　
e-mail（aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp）

（
編
集
後
記
）

○
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
末
は
取

材
や
Ｃ
Ｍ
大
賞
、
広
報
セ
ミ

ナ
ー
、
広
報
紙
作
成
と
バ
タ
バ

タ
し
て
い
る
う
ち
に
新
年
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
新
年
を
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
、
情

報
満
載
で
見
や
す
い
紙
面
づ
く

り
を
目
標
に
、
皆
さ
ん
の
元
へ

情
報
発
信
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
年
も
広
報
ろ
っ
か

し
ょ
へ
の
取
材
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。（
木
村
）

○
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
六
高
へ
献
血
の
取

材
へ
。
献
血
希
望
者
が
多
く
、

時
間
の
関
係
で
献
血
で
き
な

か
っ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
積
極
的
で
驚
き
ま
し
た
。

年
末
年
始
特
別
警
戒
出
動
式
の

取
材
。
出
動
式
が
終
わ
る
と
防

犯
協
会
、
交
通
安
全
協
会
な
ど

の
皆
さ
ん
が
犯
罪
予
防
や
交
通

安
全
を
呼
び
掛
け
る
街
頭
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
先
日
、

私
の
前
を
走
っ
て
い
た
車
が
路

肩
に
突
っ
込
み
ま
し
た
。
安
全

運
転
、心
掛
け
ま
す
！
（
佐
藤
）

上十三・十和田湖広域
定住自立圏市町村の
イベント情報を
お届けします

　�　十和田市

　「遠くからでも見える人　森北 伸 展 絵画と彫刻」
　関連イベント「作品をのぞいてみよう－わくわく！
　こども鑑賞会」

日時 １月６日土　13：00 ～ 14：00

場所 十和田市現代美術館

問
十和田市現代美術館

☎ 0176（20）1127

　�　三沢市

　周遊型謎とき物語「書を捨てよ　紐を解こう」

日時 開催中～２月 28 日水

場所 三沢市全域

問
㈱タイトーお客様相談センター

☎ 0120（57）0788　

　�　おいらせ町

　第 12 回　新春！うそ八百・ほら吹き大会

日時 １月 21 日日　13：00 ～ 16：30

場所 おいらせ町みなくる館

問

おいらせ町まちづくり推進委員会事務局

（役場まちづくり防災課内）

☎ 0178（56）2131

　�　七戸町

　移住者交流会 in 七戸

日時 １月 13 日土　13：00 ～ 16：30

場所 七戸町ふれあいセンター

問
ＮＰＯ法人プラットフォームあおもり

☎ 017（763）5522

　【かまくら合同コンパ】恋の kama 騒ぎ

日時 １月 27 日土 　17：00 ～ 20：00

場所 七戸町中央公園

問
七戸町天間林商工会青年部

☎ 0176（68）2189

　第 36 回「百石まける日」

日時 １月 26 日金～ 28 日日　10：00 ～ 15：00

場所 おいらせ町本町商店街周辺　あじゅまるビル

問
百石本町商店会事務局（おいらせ町商工会内）

☎ 0178（52）2029

　第 30 回とわだ雪見ラリー

日時 ２月７日水　18：00 ～ 20：00

場所 十和田商工会館

問
十和田商工会議所

☎ 0176（24）1111
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オオハクチョウ

ろっかしょ  いきもの図鑑
オオハクチョウ（大白鳥）は、クチバシの基部が黄色の白い大型の鳥で、10 月から

５月の初めにかけて村内の湖沼や水田で見ることができ「コォー」と甲高くのばす大

声で、よく鳴き交わしています。ヒナが無事に育った家族は、家族単位で行動し採餌

や休息をしています。

　〈写真提供、協力：一戸一晃さん（公財）環境科学技術研究所〉

日本最大の猛禽であるオオワシと対決するかのように見えましたが、オオワシはオオハクチョウの胸元の水鳥（ホオジロガモのメ
ス）を捕獲したかったようです。

カモ目カモ科
▶和名　オオハクチョウ
▶英名　Whooper swan
＊ Whooper：叫ぶ者、Swan：白鳥
▶学名　Cygnus cygnus
▶分布など
　ユーラシア大陸の高緯度地方（針葉樹の
森が広がっているタイガ地帯）で繁殖し、
冬は同大陸の南部に渡って越冬します。
　日本では秋に、北海道から九州までの各
地へ冬鳥として渡来します。小川原湖の白
鳥は昭和 47 年 12 月に青森県の天然記念
物に指定されています。

1野鳥観察公園（村商
工会前）では、11 月
から４月下旬の間、数
十羽の個体が羽根を休
めているのを観察する
ことができます。
2 ヒ ナ の 羽 毛 は 灰 色
で、嘴は先端が黒く、
その基部は白いです。
3 春 先 に は Ｖ 字 型 に
なった大群が、北方に
向って上空を飛んでい

１ ２

３

ヒナ
親鳥

４

くのがよく見られます。
4宮城県の伊豆沼で３月に送信機を首に装着した個体が、２週間後
に尾駮沼で観察されました。この個体は北海道東部、サハリンを経
由してロシア北東部の繁殖地へ戻ったようです。

Jan.2018　
N

o.394
発

行
日

／
2018

年
１

月
１

日
　

発
行

／
六

ヶ
所

村
　

編
集

／
総

務
課

　
情

報
シ

ス
テ

ム
グ

ル
ー

プ
〒

039-3212  青
森

県
上

北
郡

六
ヶ

所
村

大
字

尾
駮

字
野

附
475

番
地

　
TEL 0175-72-2111

㈹
　

FAX 0175-72-2259　
村

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
  http://w

w
w

.rokkasho.jp/   
広

報
　

Rokka
sho


